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中間･通期業績予想（連結･個別）の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向を踏まえ、平成17 年 5 月13 日の決算発表時に公表した平成18 年3 月期(平成 17

年 4 月 1 日 ～ 平成18 年3 月 31日)中間・通期における連結・個別業績予想を下記のとおり修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．当期の中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 1７年９月 3０日） 

 

（１）連結                             （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想              （ A）    63,900 2,600 1,300 

今 回 修 正 予 想              （ B）    63,900 3,050 1,580 

増 減 額            （ B－ A）        －  450   280 

増 減 率              （％）      －  17.3  21.5 

 前期（平成 17 年 3 月期中間）実績  61,891 1,215  596 

 

 

  （２）個別                             （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前 回 発 表 予 想              （ A）    60,800  2,200 1,040 

今 回 修 正 予 想              （ B）    60,800  2,550 1,100 

増 減 額            （ B－ A）        －  350   60 

増 減 率              （％）      －  15.9  5.8 

 前期（平成 17 年 3 月期中間）実績 58,705    684  319 

 

 



 

２．当期の業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

 

（１）連結                             （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想              （ A）    126,000 5,600 3,000 

今 回 修 正 予 想              （ B）    126,000 6,050 3,280 

増 減 額            （ B－ A）        －  450  280 

増 減 率              （％）      －  8.0  9.3 

 前期（平成 17 年 3 月期）実績 124,152 3,632 2,437 

 

 

  （２）個別                             （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想              （ A）    120,000 4,900 2,500 

今 回 修 正 予 想              （ B）    120,000 5,250 2,560 

増 減 額            （ B－ A）        －  350   60 

増 減 率              （％）      －   7.1   2.4 

 前期（平成 17 年 3 月期）実績 118,054 2,731 1,263 

 

３.修正の理由 

   連結・個別の中間業績の見通しにつきましては、ＰＳＰ低発泡品、トレー容器「ＦＬＳシリ

ーズ」等の販売が好調で、売上高は順調に推移しております。生産面におきましては、生産性

の向上および原価低減への取り組みにより、製造コストの削減が進んでおります。また、サプ

ライチェーンマネジメント（ＳＣＭ）により、運送費の削減や在庫圧縮等による物流コストの

改善が進み、これらの要因等で経常利益、中間純利益ともに平成17 年 5 月 13 日発表の中間期

の連結・個別業績予想を上回ることが見込まれ、また、連結の業績が過去最高益になると見込

まれますので、上記のとおり上方修正いたします。 

なお、連結・個別の通期業績の見通しにつきましては、更なる原料価格の上昇等の不確定要

素もあり、中間期の業績見通し増加分のみを考慮した業績予想となっております。 

                                       

 （注）上記の修正予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので 

    あり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

                                       以上 


